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所
員
活
動
一
覧
︵
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
~
二
〇
二
〇
年
三
月
三
一
日
︶
荒
木
　
浩
●
著
書
『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
　
第
10
号
』（
小
林
直
樹
と
共
編
）
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
二
〇
一
九
年
六
月
　
一
五
八
頁
●
論
文
「〈
私
〉
の
物
語
と
同
時
代
性
―
書
く
こ
と
、
読
む
こ
と
、
訳
す
こ
と
」
公
益
財
団
法
人
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
・
ア
ス
テ
イ
オ
ン
編
集
委
員
会
編
『
ア
ス
テ
イ
オ
ン
90
』
Ｃ
Ｃ
Ｃ
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
　
二
〇
一
九
年
五
月
　
六
八
頁
〜
一
七
四
頁
（
依
頼
論
文
）
「
源
隆
国
晩
年
の
対
外
観
と
仏
教
―
宇
治
一
切
経
蔵
と
い
う
ト
ポ
ス
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
　
第
10
号
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
二
〇
一
九
年
六
月
　
一
七
頁
〜
三
〇
頁
（
依
頼
論
文
）
「
11
世
紀
日
本
対
謝
霊
運
的
認
識
及
評
価
差
異
」（
中
国
語
）『
日
語
学
習
与
研
究
』
北
京
報
刊
発
行
局
　2019
年
第
5
期
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
　
一
〇
九
頁
〜
一
一
七
頁
（
依
頼
論
文
・
査
読
付
き
）
「
慧
遠
・
謝
霊
運
の
位
置
付
け
― 
源
隆
国
『
安
養
集
』
の
戦
略
を
め
ぐ
っ
て
」
蒋
義
喬
編
著
『
六
朝
文
化
と
日
本
　
謝
霊
運
と
い
う
視
座
か
ら
』
ア
ジ
ア
遊
学240
　
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
　
一
二
九
頁
〜
一
三
九
頁
（
査
読
付
き
）
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
文
遊
回
廊
」（
連
載
一
〇
回
）『
京
都
新
聞
』
二
〇
一
九
年
四
月
二
八
日
〜
二
〇
二
〇
年
三
月
二
六
日
「『
方
丈
記
』『
徒
然
草
』
は
禅
宗
と
ど
う
か
か
わ
る
の
か
」
松
田
浩
、
上
原
作
和
、
佐
谷
眞
木
人
、
佐
伯
孝
弘
著
『
古
典
文
学
の
常
識
を
疑
う
Ⅱ
　
縦
・
横
・
斜
め
か
ら
書
き
か
え
る
文
学
史
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
九
年
九
月
「〈
エ
ッ
セ
イ
〉
基
礎
領
域
研
究
「
中
世
文
学
購
読
」
由
来
―
私
的
回
想
を
兼
ね
て
」『
日
文
研
』
六
三
号
　
二
〇
一
九
年
九
月
対
談
「
広
島
・
京
都
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
雅
と
創
造
　
古
典
で
ひ
も
と
く
」
『
中
国
新
聞
』
他
一
紙
掲
載
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
九
日
他
「
一
九
七
五
年
の
益
田
勝
実
と
梅
原
猛
―
私
的
回
想
の
断
章
と
し
て
」
石
川
肇
、
井
上
章
一
、
岩
水
久
美
、
榎
本
渉
、
呉
座
勇
一
、
関
野
樹
、
深
見
清
治
、
安
井
眞
奈
80
美
編
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
石
上
　
阿
希
●
論
文
「
錦
絵
は
何
を
う
つ
し
た
か
」『
女
・
お
ん
な
・
オ
ン
ナ
―
浮
世
絵
に
み
る
女
の
く
ら
し
展
図
録
』
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
　
二
〇
一
九
年
四
月
　
六
頁
〜
一
〇
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「（
分
担
執
筆
）　W
hat D
o U
kiyo-e R
eproduce?
」（
英
語
）『
女
・
お
ん
な
・
オ
ン
ナ
―
浮
世
絵
に
み
る
女
の
く
ら
し
展
図
録
』
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
　
二
〇
一
九
年
四
月
「《
巻
頭
言
》
絵
と
言
葉
で
文
化
に
接
続
す
る
│
「
近
世
期
絵
入
百
科
事
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
構
築
と
運
用
」『
人
文
情
報
学
月
報 
93
号
前
編
』
人
文
情
報
学
月
報
編
集
室
　
二
〇
一
九
年
四
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
と
き
を
結
ぶ
23
春
画
」『
共
同
通
信
社
』　
二
〇
一
九
年
六
月
「
デ
ザ
イ
ン
を
階
層
で
分
類
す
る
―
西
川
祐
信
画
『
正
徳
雛
形
』」『
ふ
み
』
第
12
号
　
国
文
学
研
究
資
料
館
　
二
〇
一
九
年
六
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
こ
の
人
　
春
画
の
正
当
な
評
価
を
訴
え
る
研
究
者
　
石
上
阿
希
さ
ん
」『
中
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
六
月
三
〇
日
「
日
文
研
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
語
る
女
性
と
春
画
」『
文
化
記
録
映
画
「
春
画
と
日
本
人
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
　
二
〇
一
九
年
九
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
春
画
　
展
示
の
自
由
へ
闘
う
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
五
日
「
な
ぜ
春
画
の
魅
力
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
わ
れ
わ
れ
を
惹
き
つ
け
る
の
か
？
」『
講
談
社
現
代
新
書
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
』　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
「
江
戸
時
代
の
絵
入
百
科
事
典
を
現
代
に
つ
な
げ
る
―
地
域
に
お
け
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
情
報
発
信
」『
き
ざ
し
』vol. 4
　
人
間
文
化
研
究
機
構
　
二
〇
二
〇
年
三
月
書
評
「
ジ
ュ
リ
ー
・
ネ
ル
ソ
ン
・
デ
イ
ビ
ス
著
『
版
画
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
―
芸
術
世
界
の
共
同
制
作
と
浮
世
絵
マ
ー
ケ
ッ
ト
』」『
日
本
研
究
』
第
六
〇
集
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
81
石
川
　
肇
●
著
書
『
想
像
×
創
造
す
る
帝
国
　
吉
田
初
三
郎 
鳥
瞰
図
へ
の
誘
い
』（
劉
建
輝
、
古
川
綾
子
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年
八
月
　
一
三
四
頁
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』（
井
上
章
一
、
岩
水
久
美
、
榎
本
渉
、
呉
座
勇
一
、
関
野
樹
、
深
見
清
治
、
安
井
眞
奈
美
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
二
九
一
頁
●
論
文
「
翻
訳
教
材
に
よ
る
〝
緩
や
か
な
平
和
教
育
〞」『
阿
部
知
二
研
究
：
城
か
ら
の
手
紙
』
第
26
号
　
阿
部
知
二
研
究
会
　
二
〇
一
九
年
四
月
　
二
七
頁
〜
五
三
頁
「
反
転
す
る
井
伊
直
弼
　「
花
の
生
涯
」
執
筆
理
由
と
戦
争
体
験
」
坪
井
秀
人
編
『
戦
後
日
本
文
化
再
考
』
三
人
社
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
　
一
六
九
頁
〜
一
八
六
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
旗
本
退
屈
男
」
豪
華
着
物
を
発
見
　
映
画
黄
金
期
の
１
１
４
点
」『K
YO
D
O
（
共
同
通
信
ネ
ッ
ト
）』
他
一
八
新
聞
掲
載
　
二
〇
一
九
年
七
月
三
〇
日
他
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
天
下
御
免
の
豪
華
衣
裳
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
九
月
四
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
大
胆
ア
ー
ト
　
京
の
玄
関
口
に
　
絵
師
・
吉
田
初
三
郎
「
京
都
図
絵
」　
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
に
設
置
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
二
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
ア
ニ
メ
「
白
蛇
伝
」
で
き
る
ま
で
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
二
〇
年
一
月
八
日
「
編
集
後
記
」『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
』（
著
書
欄
参
照
）
磯
田
　
道
史
●
著
書
『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
見
た 
江
戸
の
災
害
』（
解
説
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
著
）
講
談
社
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
　
二
八
九
頁
『
歴
史
と
は
靴
で
あ
る 
17
歳
の
特
別
教
室
』
講
談
社
　
二
〇
二
〇
年
一
月
　
一
五
二
頁
82
●
論
文
「
長
井
長
義
の
父
、
長
井
琳
章
が
所
有
し
た
和
刻
本
「
本
草
綱
目
」
『
薬
史
学
雑
誌
』vol. 54 N
o. 2
　
日
本
薬
史
学
会
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
　
一
二
〇
頁
〜
一
二
五
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
談
話
「
令
和
、
中
国
台
頭
で
「
日
本
」
を
強
く
意
識
し
た
」（
聞
き
手
・
塩
倉
裕
）『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
四
月
二
日
座
談
会
「
平
成
か
ら
令
和
へ
　
新
元
号
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
辰
巳
正
明
、
水
上
雅
晴
と
）『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
四
月
二
日
談
話
「【
日
本
の
議
論
】
新
元
号
「
令
和
」
（
聞
き
手
・
酒
井
充
）『
産
経
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
九
年
四
月
七
日
「
磯
田
道
史
の
古
今
を
ち
こ
ち
」（
連
載
一
二
回
）『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
四
月
一
〇
日
〜
二
〇
二
〇
年
三
月
一
一
日
書
評
「
平
川
南
著
『
新
し
い
古
代
史
へ
１
　
地
域
に
生
き
る
人
び
と
　
甲
斐
国
と
古
代
国
家
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
四
月
二
八
日
座
談
会
「
平
成
回
顧
・
令
和
展
望
〈
上
〉」（
御
厨
貴
、
河
瀬
直
美
と
）『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
四
月
三
〇
日
対
談
「
第
23
回
菜
の
花
忌
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 
「
梟
（
ふ
く
ろ
う
）
の
城
：
忍
者
の
世
界
を
ど
う
読
ん
だ
か
」『
歴
史
街
道
』
二
〇
一
九
年
五
月
号
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
　
二
〇
一
九
年
五
月
「
創
刊
59
周
年
記
念 
Ｇ
Ｗ
特
別
読
み
物 
忍
者
・
服
部
半
蔵
の
子
孫
を
探
す
」『
週
刊
文
春
』
六
一
巻
一
七
号
　
二
〇
一
九
年
五
月
座
談
会
「
平
成
回
顧
・
令
和
展
望
〈
下
〉」（
御
厨
貴
、
河
瀬
直
美
と
）『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
五
月
一
日
書
評
「
リ
デ
ィ
ア
・
ケ
イ
ン
、
ネ
イ
ト
・
ピ
ー
ダ
ー
セ
ン
著
、
福
井
久
美
子
訳
『
世
に
も
危
険
な
医
療
の
世
界
史
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
六
月
九
日
「
特
派
記
者
磯
田
道
史
が
行
く 
第
２
弾 
忍
者
・
服
部
半
蔵
の
子
孫
が
い
た
！
」『
週
刊
文
春
』
六
一
巻
三
一
号
　
二
〇
一
九
年
八
月
書
評
「
半
藤
一
利
・
文
、
塚
本
や
す
し
・
絵
『
焼
け
あ
と
の
ち
か
い
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
八
月
四
日
書
評
「
久
住
祐
一
郎
著
『
三
河
吉
田
藩
・
お
国
入
り
道
中
記
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
九
月
二
二
日
対
談
「
わ
り
な
き
も
の
」
を
語
る
。」『
潮
』
七
二
八
号
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
対
談
「
上
皇
か
ら
天
皇
に
継
承
さ
れ
た
宝
物
リ
ス
ト
初
公
開 
天
皇
家
「
御
由
緒
物
」
を
鑑
定
す
る
」『
文
藝
春
秋
』　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
対
談
「
豊
饒
な
る
孤
独
」
を
語
る
。」『
潮
』
七
二
九
号
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
書
評
「
こ
の
３
冊
」
『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
〇
日
83
書
評
「
佐
藤
洋
一
郎
著
『
日
本
の
イ
ネ
品
種
考
　
木
簡
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
ま
で
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
〇
日
対
談
「2020
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
！ 
当
代
一
の
歴
史
学
者
・
特
別
対
談 
明
智
光
秀
と
本
能
寺
の
変
の
謎
を
す
べ
て
語
り
尽
く
す
！
」（
呉
座
勇
一
と
）『
週
刊
朝
日
』
一
二
四
巻
六
七
号
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
対
談
「
江
戸
に
学
ぶ
「
経
営
再
建
」
：
若
者
vs.
老
人 
改
革
は
愚
直
に
や
る
し
か
な
い
」『
週
刊
文
春
』
六
二
巻
一
号
　
二
〇
二
〇
年
一
月
書
評
「
奥
田
昌
子
著
『
日
本
人
の
病
気
と
食
の
歴
史
　
長
寿
大
国
が
歩
ん
だ
苦
難
の
道
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
二
〇
年
一
月
一
九
日
「
わ
が
師
・
速
水
融
が
変
え
た
「
江
戸
」
の
貌
」『
文
藝
春
秋
』　
二
〇
二
〇
年
二
月
「
仙
台
肴
町
公
園
の
夜
中
」
石
川
肇
、
井
上
章
一
、
岩
水
久
美
、
榎
本
渉
、
呉
座
勇
一
、
関
野
樹
、
深
見
清
治
、
安
井
眞
奈
美
編
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
書
評
「
渡
辺
俊
経
著
『
甲
賀
忍
者
の
真
実
　
末
裔
が
明
か
す
そ
の
姿
と
は
』」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
二
〇
年
三
月
八
日
談
話
「
新
型
コ
ロ
ナ
、
与
謝
野
晶
子
の
教
訓
」（
聞
き
手
・
岡
崎
明
子
）『
朝
日
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
二
〇
年
三
月
九
日
磯
前
　
順
一
●
著
書
『
石
母
田
正
と
戦
後
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
―
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
論
争
を
中
心
に
』（
原
秀
三
郎
述
、
磯
前
礼
子
と
共
編
）
三
元
社
　
二
〇
一
九
年
五
月
　
二
七
一
頁
『
民
衆
宗
教
論
：
宗
教
的
主
体
化
と
は
何
か
』（
島
薗
進
、
安
丸
良
夫
と
共
著
）
東
京
大
学
出
版
会
　
二
〇
一
九
年
五
月
　
三
八
七
頁
『
昭
和
・
平
成
精
神
史
　「
終
わ
ら
な
い
戦
後
」
と
「
幸
せ
な
日
本
人
」』
講
談
社
　
二
〇
一
九
年
八
月
　
二
七
五
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
書
評
「
尾
留
川
方
孝
著
『
古
代
日
本
の
穢
れ
・
死
者
・
儀
礼
』」『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
一
九
年
五
月
二
四
日
号
（
三
二
九
〇
号
）
「
藤
間
生
大
『
秩
父
風
雲
録
―
秩
父
農
民
闘
争
記
』（1952
年
）
の
復
刻
に
あ
た
っ
て
」『
ア
リ
ー
ナ
第
22
号
』
中
部
大
学
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
「
梅
原
猛
の
見
た
夢
―
日
本
研
究
の
国
際
化
と
は
何
か
」
石
川
肇
、
井
上
章
一
、
岩
水
久
美
、
榎
本
渉
、
呉
座
勇
一
、
関
野
樹
、
深
見
清
治
、
安
井
眞
奈
美
編
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
84
「
日
文
研
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
国
際
会
議
」『
週
刊
読
書
人
』
二
〇
二
〇
年
三
月
二
七
日
号
（
三
三
三
三
号
）
伊
東
　
貴
之
●
論
文
「
明
清
思
想
與
禮
教
―
明
清
交
替
與
東
亜
的
思
想
世
界
」（
中
国
語
）『「
文
化
詮
釋
與
諸
傳
統
之
衝
撃
對
話
」
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』
國
立
中
央
研
究
院
（
臺
湾
）
中
國
文
哲
研
究
所
　
二
〇
一
九
年
九
月
　
一
頁
〜
二
〇
頁
（
依
頼
論
文
）
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「『
朱
子
語
類
』
巻
四
「
性
理
」
篇
訳
注
（
二
） 
二
五
条
〜
三
六
条
」
恩
田
裕
正
、
伊
東
貴
之
、
林
文
孝
、
松
下
道
信
共
訳
注
『
中
国
哲
学
研
究
』
第
三
〇
号
　
東
京
大
学
中
国
哲
学
研
究
会
　
二
〇
一
九
年
六
月
（
査
読
付
き
）
「
東
ア
ジ
ア
書
道
史
へ
の
視
座
―
時
代
や
思
想
と
拮
抗
す
る
「
書
」
の
表
象
と
痕
跡
：
書
評
―
松
宮
貴
之
著
『
書
と
思
想
―
歴
史
上
の
人
物
か
ら
見
る
日
中
書
法
文
化
』」『
週
刊
読
書
人
』
第
三
三
〇
八
号
　
二
〇
一
九
年
九
月
二
七
日
号
「
建
国
七
〇
年
、
天
安
門
事
件
（
八
九
・
六
四
）
三
〇
年
の
節
目
の
年
に
―
香
港
問
題
、
一
国
二
制
度
の
行
方
、
そ
し
て
監
視
社
会
化
す
る
中
国
を
考
え
る
【2019
年
／
中
国
文
学
・
文
化 
年
末
回
顧
】」『
図
書
新
聞
』
第
三
四
二
八
号
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
一
日
号
コ
ラ
ム
「
世
界
」
の
〈
中
心
〉
か
ら
遠
く
離
れ
て
―
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
世
界
文
学
に
寄
せ
て
―
」
坪
井
秀
人
、
瀧
井
一
博
、
白
石
恵
理
、
小
田
龍
哉
編
『
越
境
す
る
歴
史
学
と
世
界
文
学
』
臨
川
書
店
　
二
〇
二
〇
年
三
月
稲
賀
　
繁
美
●
著
書
『
映
し
と
移
ろ
い
：
文
化
伝
播
の
器
と
蝕
変
の
実
相
』（
編
著
）
花
鳥
社
　
二
〇
一
九
年
九
月
　
七
九
二
頁
『
異
文
化
へ
の
あ
こ
が
れ
―
国
際
海
洋
都
市
　
平
戸
と
マ
カ
オ
を
舞
台
に
―
在
外
資
料
が
変
え
る
日
本
研
究
― (Yearning 
for 
Foreign 
C
ultures: 
A
n 
International 
Sym
posium
 in H
irado and A
 Panel in M
acau, N
ew
 A
spects of Japanese Studies based on O
verseas D
ocum
ents.) 
人
間
文
化
研
究
機
構
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
基
幹
85
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
関
連
在
外
資
料
調
査
研
究
・
活
用
事
業
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
間
連
携
に
よ
る
研
究
成
果
活
用
推
進
会
議
・2019
年
度
事
業
報
告
論
集
』（
編
著
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
一
三
五
頁
●
論
文
「
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
と
万
国
博
覧
会
：
19
世
紀
末
ガ
ラ
ス
産
業
の
社
会
的
認
知
闘
争
に
ま
つ
わ
る
備
忘
録
メ
モ
」『
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
の
ガ
ラ
ス
』K
A
W
A
D
E
ム
ッ
ク
決
定
版
　
河
出
書
房
新
社
　
二
〇
一
九
年
四
月
　
三
七
頁
〜
四
二
頁
「
平
成
末
年
記
念
：
令
和
元
年
　
日
本
美
術
の
な
か
の
猪
　
己
亥
（
つ
ち
の
と
・
い
）
―
日
本
の
絵
画
・
造
形
に
お
け
る
猪
」『
あ
い
だ
』
二
四
七
号
　
あ
い
だ
の
会
　
二
〇
一
九
年
五
月
　
二
一
頁
〜
二
七
頁
（
依
頼
論
文
）
「
L
itoral &
 O
ff Shore
：
海
と
陸
と
の
あ
い
だ
」
：
海
洋
ア
ジ
ア O
ceanic A
sia 
に
む
け
た
国
民
国
家
制
度
の
解
体
と
海
賊
行
為
の
問
い
直
し
と
：
８
年
ぶ
り
に
Ａ
Ａ
Ｓ
北
米
ア
ジ
ア
学
会
総
会
に
参
加
し
て
」『
あ
い
だ
』
二
四
八
号
　
あ
い
だ
の
会
　
二
〇
一
九
年
六
月
　
二
八
頁
〜
四
四
頁
（
依
頼
論
文
）
「
仮
面
・
ペ
ル
ソ
ナ
・
幽
霊
」『
美
術
解
剖
学
雑
誌
』
第
二
一
巻
　
第
一
号
　
美
術
解
剖
学
会
　
二
〇
一
九
年
七
月
　
一
頁
〜
一
一
頁
（
依
頼
論
文
）
「
経
験
美
学
と
そ
の
周
縁
：
詩
の
受
容
経
験
・
脳
内
映
像
形
成
と
の
関
係
か
ら
―
「
神
経
系
人
文
学
と
経
験
美
学
」
に
お
け
る
「
基
調
講
演
：
美
学
、
経
験
美
学
、
イ
メ
ー
ジ
学
の
邂
逅
」
を
聴
い
て
」『
あ
い
だ
』
二
四
九
号
　
あ
い
だ
の
会
　
二
〇
一
九
年
七
月
　
一
八
頁
〜
三
一
頁
（
依
頼
論
文
）
「
山
本
芳
翠
・
原
田
直
次
郎
・
黒
田
清
輝
：
世
界
油
彩
美
術
史
に
お
け
る
19
世
紀
末
極
東
の
位
置
：
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
美
術
の
19
世
紀
：
ド
イ
ツ
と
日
本
」
か
ら
（2016
年
5
月
8
日
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
、
葉
山
）」『
あ
い
だ
』
二
五
〇
号
　
あ
い
だ
の
会
　
二
〇
一
九
年
八
月
　
二
〇
頁
〜
三
五
頁
（
依
頼
論
文
）
「
炎
の
試
練
：
反
植
民
地
主
義
思
想
の
往
還
―
Ａ
・
Ｋ
・
ク
ー
マ
ラ
ス
ワ
ー
ミ
と
柳
宗
悦
と
の
〈
あ
い
だ
〉
を
繋
ぐ
も
の
」
稲
賀
繁
美
編
『
映
し
と
移
ろ
い
：
文
化
伝
播
の
器
と
蝕
変
の
実
相
』
花
鳥
社
　
二
〇
一
九
年
九
月
　
二
三
九
頁
〜
二
六
二
頁
（
査
読
付
き
）
「
耳
」「
声
」「
霊
」
：
無
意
識
的
記
憶
と
魂
の
連
鎖
に
つ
い
て
」
山
中
由
里
子
、
山
田
仁
史
編
『
こ
の
世
の
キ
ワ
―
〈
自
然
〉
の
内
と
外 
』
ア
ジ
ア
遊
学 239
　
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
　
二
四
九
頁
〜
二
六
六
頁
「
石
佛
群
を
抱
く
枯
山
水
の
平
原
：
須
田
国
太
郎
の
み
た
雲
崗
石
窟
寺
院
」
き
ょ
う
と
視
覚
文
化
振
興
財
団
編
『
須
田
記
念
　
視
覚
の
現
場
』
特
集
：
関
西
の
洋
画
　
醍
醐
書
房
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
　
九
一
頁
〜
九
二
頁
「
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
美
術
の
近
代
と
は
何
だ
っ
た
の
か
：
二
村
淳
子
『
安
南
藝
術
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
美
術
へ
：
フ
ラ
ン
ス
統
治
下
の
半
世
紀
』
を
通
し
て
」『
あ
い
だ
』
二
五
二
号
　
86
あ
い
だ
の
会
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
　
一
八
頁
〜
二
六
頁
（
依
頼
論
文
）
「
マ
ル
ロ
ー
と
世
界
美
術
史
の
構
想
　
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
再
考
―
そ
の
領
域
横
断
的
思
考
の
今
日
的
意
義
」
『
あ
い
だ
』
二
五
三
号
　
あ
い
だ
の
会
　
二
〇
二
〇
年
二
月
　
一
二
頁
〜
二
三
頁
（
依
頼
論
文
）
“U
nder the Shadow
 of A
partheid: M
aritim
e Paths of Transnational C
om
m
unication, ” 『
異
文
化
へ
の
あ
こ
が
れ
』（
著
書
欄
参
照
）　
九
五
頁
〜
一
〇
八
頁
（
依
頼
論
文
）
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
海
洋
亜
細
亜
　O
ceanic A
sia
に
む
け
て
（
２
）
：
「
雛
形
と
し
て
の
島
嶼
―
国
際
日
本
研
究
の
新
た
な
可
能
性
」
『
図
書
新
聞
』
三
四
〇
〇
号
　
二
〇
一
九
年
五
月
解
説
「
日
仏
文
化
交
流
史
の
な
か
の
ギ
メ
と
レ
ガ
メ
」
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
レ
ガ
メ
著
、
林
久
美
子
訳
『
明
治
日
本
写
生
帖
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
　
二
〇
一
九
年
五
月
「
海
洋
亜
細
亜
　O
ceanic A
sia
に
む
け
て
（
３
）
：
「
違
法
越
境
の
技
術
―
銀
と
阿
片
と
飛
行
機
と
」
『
図
書
新
聞
』
三
四
〇
一
号
　
二
〇
一
九
年
六
月
書
評
「〈
悲
〉
の
接
触
・
変
性
と
〈
空
〉
＝
ケ
ノ
ー
シ
ス
の
可
能
性
と
―
大
乗
仏
教
と
ユ
ダ
ヤ
＝
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
架
橋
で
き
る
か
」『
図
書
新
聞
』
三
四
〇
二
号
　
二
〇
一
九
年
六
月
「
火
山
的
想
像
力
と
仏
教
的
創
作
観
：
セ
ザ
ン
ヌ
・
ゴ
ー
ガ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
創
作
を
貫
く
隠
さ
れ
た
糸
」『
図
書
新
聞
』
三
四
〇
七
号
　
二
〇
一
九
年
七
月
「
命
名
」
と
「
内
容
」
と
の
予
兆
論
的
癒
着
に
つ
い
て
：
「
ナ
ビ
派
」
と
呼
ば
れ
る
画
家
た
ち
の
軌
跡
を
批
判
的
に
回
顧
す
る
」『
図
書
新
聞
』
三
四
〇
九
号
　
二
〇
一
九
年
七
月
書
評
「
可
塑
的
な
比
較
造
形
観
察
理
論
の
潜
在
性
と
の
隔
世
遺
伝
的
再
覚
醒
に
む
け
て
：『
か
た
ち
の
生
命
』
を
二
○
世
紀
前
半
の
知
的
地
勢
図
上
に
お
い
て
縦
横
に
吟
味
す
る
」
阿
部
成
樹
著
『
ア
ン
リ
・
フ
ォ
シ
ョ
ン
と
未
完
の
美
術
史
：
か
た
ち
・
生
命
・
歴
史
』
岩
波
書
店
」『
図
書
新
聞
』
三
四
一
〇
号
　
二
〇
一
九
年
八
月
「
序
文
」「
研
究
計
画
お
よ
び
経
緯
―
本
書
へ
の
導
入
に
か
え
て
」「
研
究
会
の
概
要
―
あ
と
が
き
に
か
え
て
」「
書
式
と
書
誌
に
つ
い
て
の
追
記
」『
映
し
と
移
ろ
い
』（
著
書
欄
参
照
）
「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉M
odern Japan in C
om
parative Im
agination: A
n Interdisciplinary C
onference at D
urham
 U
niversity, 9–10 M
ay, 2019 
参
加
報
告
」『
日
文
研
』
六
三
号
　
二
〇
一
九
年
九
月
「
う
つ
わ
に
盛
っ
た
中
味
は
、
そ
こ
で
ど
う
振
る
舞
う
か
：
一
柳
慧
×
近
藤
高
弘
「
消
滅
」
展
に
寄
せ
る
」『
一
柳
慧
×
近
藤
高
弘
「
消
滅
」』
東
京
画
廊
　
二
〇
一
九
年
87
一
一
月
「
無
に
対
峙
す
る
危
う
い
楕
円
の
円
環
―
大
戦
期
の
時
代
相
に
日
仏
関
係
か
ら
補
助
線
を
引
く
：
レ
ミ
・
ラ
ブ
リ
ュ
ス
氏
の
講
演
「
無
に
相
対
し
て
：1940
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
」
の
余
白
に
」
『
図
書
新
聞
』
三
四
二
一
号
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
「
動
物
愛
護
法
案
の
成
立
は
な
ぜ
犬
猫
殺
処
分
行
政
へ
と
繋
が
っ
た
の
か
：
春
藤
献
一
博
士
論
文
「
戦
後
日
本
の
動
物
愛
護1947
―2000
を
め
ぐ
っ
て
」
『
図
書
新
聞
』
三
四
二
三
号
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
「
日
本
現
代
文
学
の
英
訳
刊
行
：
そ
の
舞
台
裏
と
思
わ
ぬ
波
及
効
果
：
片
岡
真
伊
『
小
説
と
ノ
ヴ
ェ
ル
の
あ
い
だ
：
戦
後
期
日
本
小
説
の
英
訳
・
出
版
現
場
の
探
求
』」
『
図
書
新
聞
』
三
四
二
四
号
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
「
ミ
メ
ー
シ
ス
美
学
か
ら
の
解
放
と
錯
綜
す
る
東
方
装
飾
の
誘
惑
：
欧
州
日
本
趣
味
と
イ
ス
ラ
ー
ム
美
術
愛
好
と
の
あ
い
だ
を
三
点
測
量
す
る
」『
図
書
新
聞
』
三
四
二
四
号
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
「
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
」
へ
の
誘
惑
：
集
合
霊
の
憑
依
と
無
名
性
へ
の
夢
」『
図
書
』
一
二
月
号
　
岩
波
書
店
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
書
評
「
形
象
の
生
成
と
言
語
の
倒
錯
と
：
常
識
を
転
倒
さ
せ
る
ひ
と
つ
の
大
胆
な
前
提
か
ら
出
発
す
る
書
」
平
倉
圭
著
『
か
た
ち
は
思
考
す
る
』（
東
京
大
学
出
版
会
）」
『
図
書
新
聞
』
三
四
二
七
号
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
「E
xploring International Team
 R
esearch and C
ollaboration for N
ext-generation N
ichibunken Scholars
（
日
文
研
次
世
代
の
国
際
共
同
研
究
・
研
究
協
力
へ
の
模
索
）」『N
IC
H
IB
U
N
K
E
N
 N
E
W
SL
E
T
T
E
R
』
一
〇
〇
号
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
「
風
雲
児
・
金
森
修
を
改
め
て
追
悼
す
る
―
金
森
修
著
、
小
松
美
彦
・
坂
野
徹
・
隠
岐
さ
や
香
編
『
東
洋
／
西
洋
を
越
境
す
る
―
金
森
修
科
学
論
翻
訳
集
』
に
寄
せ
て
」
『
図
書
新
聞
』
三
四
三
一
号
　
二
〇
二
〇
年
一
月
「
文
化
人
類
学
に
学
術
の
潮
目
と
方
向
転
換
の
兆
し
？ 2019
年
「
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
」
『
図
書
新
聞
』
三
四
三
四
号
　
二
〇
二
〇
年
二
月
「
金
原
省
吾
と
傅
抱
石
　
帝
国
美
術
学
校
の
沿
革
と
中
国
美
術
留
学
生
の
周
辺
」『
図
書
新
聞
』
三
四
三
五
号
　
二
〇
二
〇
年
二
月
「
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
『
網
と
鼠
』
を
巡
っ
て
　「
空
想
の
美
術
館
」
は
極
東
か
ら
の
知
恵
を
い
か
に
咀
嚼
・
反
芻
し
た
か
」『
図
書
新
聞
』
三
四
三
七
号
　
二
〇
二
〇
年
二
月
「
序
文
」「
趣
旨
説
明
」「
次
世
代
の
国
際
共
同
日
本
研
究
・
研
究
協
力
へ
の
模
索
」「E
xploring 
International 
Team
 
R
esearch 
and 
C
ollaboration 
for 
N
ext-
88
generation Scholars in Japanese Studies O
verseas
」『
異
文
化
へ
の
あ
こ
が
れ
』（
著
書
欄
参
照
）
「
象
徴
と
し
て
の
公
共
建
築
と
植
民
地
時
代
の
記
憶
を
宿
し
た
都
市
空
間
と
―
全
鎭
晟
著
『
虚
像
の
ア
テ
ネ
―
ベ
ル
リ
ン
、
東
京
、
ソ
ウ
ル
の
記
憶
と
空
間
』（
佐
藤
静
香
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
）
―
著
者
と
の
会
話
か
ら
」『
図
書
新
聞
』
三
四
三
八
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉U
nique 
or 
U
niversal? 
日
本
と
そ
の
世
界
文
明
へ
の
貢
献
―
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
日
本
研
究
創
設
百
周
年
事
業
、
招
聘
報
告
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
「
追
憶
断
片
」
石
川
肇
、
井
上
章
一
、
岩
水
久
美
、
榎
本
渉
、
呉
座
勇
一
、
関
野
樹
、
深
見
清
治
、
安
井
眞
奈
美
編
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
井
上
　
章
一
●
著
書
『
プ
ロ
レ
ス
ま
み
れ
』
宝
島
社
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
　
二
五
五
頁
『
世
界
史
の
ミ
カ
タ
』（
佐
藤
賢
一
と
共
著
）
祥
伝
社
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
　
二
九
〇
頁
『
明
智
光
秀
と
細
川
ガ
ラ
シ
ャ 
戦
国
を
生
き
た
父
娘
の
虚
像
と
実
像
』（
呉
座
勇
一
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
郭
南
燕
と
共
著
）
筑
摩
書
房
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
二
七
四
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
海
の
向
こ
う
で
日
本
は
」（
連
載
二
〇
回
）『
産
経
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
〜
二
〇
二
〇
年
三
月
一
六
日
書
評
「
こ
の
人
に
訊
け
！
」（
連
載
六
回
）『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
九
年
四
月
一
二
日
〜
二
〇
二
〇
年
二
月
二
一
日
「
世
界
の
中
で
日
本
を
考
え
る
」（
連
載
七
回
）『
み
や
ざ
き
中
央
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
四
月
二
二
日
〜
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
四
日
「
御
簾
の
奥
か
ら
出
た
天
皇
イ
メ
ー
ジ
」『
中
央
公
論
』
中
央
公
論
新
社
　
二
〇
一
九
年
四
月
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
―
日
常
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
別
世
界
」
日
本
の
近
代
・
現
代
を
支
え
た
建
築
―
建
築
技
術100
選
―
委
員
会
編
『
日
本
の
近
代
・
現
代
を
支
え
た
建
築
―
建
築
技
術100
選
―
』
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年
六
月
89
対
談
「
专
访
―
《
厌
恶
京
都
》
作
者
井
上
章
一
：
傲
慢
的
京
都
？
自
卑
的
京
都
？
」（
中
国
語
）『
澎
湃
新
闻
』　
二
〇
一
九
年
六
月
一
四
日
「
伊
東
忠
太
―
エ
ン
タ
シ
ス
と
い
う
幻
想
」
筒
井
清
忠
編
『
昭
和
史
講
義
・
戦
前
文
化
人
篇
』
筑
摩
書
房
　
二
〇
一
九
年
七
月
対
談
「
大
阪
し
ち
ー
だ
い
ば
ー
」『
望
星
』
東
海
教
育
研
究
所
　
二
〇
一
九
年
七
月
「
未
来
の
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
男
性
た
ち
へ
」『
中
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
七
月
一
九
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
あ
す
へ
の
手
紙 「
み
ん
な
美
人
」
っ
て
本
当
？
」『
中
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
七
月
一
九
日
「
選
評
（
第
54
回 
教
育
美
術
・
佐
武
賞
）」『
教
育
美
術
』
教
育
美
術
振
興
会
　
二
〇
一
九
年
八
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
え
え
や
ん
！
か
ん
さ
い
　
大
覚
寺
界
隈
」『
読
売
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
九
年
八
月
一
〇
日
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
マ
ラ
ソ
ン
」『
公
研
』
公
益
産
業
研
究
調
査
会
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
ワ
イ
ド
　
老
年
の
主
張
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
「
性
的
な
磁
場
か
ら
の
風
俗
史
」『
現
代
風
俗
学
研
究
』
現
代
風
俗
研
究
会
東
京
の
会
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
「
解
説
」
会
田
雄
次
、
小
松
左
京
、
山
崎
正
和
著
『
日
本
史
の
黒
幕
』
中
央
公
論
新
社
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
　
英
雄
の
素
顔
は
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
一
月
三
〇
日
「
中
原
淳
一
と
目
の
冒
険
」『approach
』
竹
中
工
務
店
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
「
私
の
日
本
っ
て
、
ど
こ
が
」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
四
日
「2020
年
の
潮
流
を
予
感
さ
せ
る
本
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』　
二
〇
二
〇
年
一
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
京
都
を
守
れ
」『
京
都
民
報
』　
二
〇
二
〇
年
一
月
「
選
評
（
第
23
回
司
馬
遼
太
郎
賞
）」『
遼
』
七
四
号
　
司
馬
遼
太
郎
記
念
館
　
二
〇
二
〇
年
一
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
ど
う
な
の
？
ど
う
す
る
？
京
都
市
」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
二
〇
年
一
月
二
二
日
「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉『
希
望
の
歴
史
学
』
を
読
ん
で
想
っ
た
い
く
つ
か
の
こ
と
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
「
パ
ワ
ハ
ラ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」『
公
研
』
公
益
産
業
研
究
調
査
会
　
二
〇
二
〇
年
三
月
書
評
「
中
村
勝
著
、
井
上
史
編
『
キ
ネ
マ
／
新
聞
／
カ
フ
ェ
ー
　
大
部
屋
俳
優
・
斎
藤
雷
太
郎
と
『
土
曜
日
』
の
時
代
』」『
週
刊
読
書
人
』　
二
〇
二
〇
年
三
月
二
七
日
90
牛
村
　
圭
●
論
文
「
文
明
の
裁
き
」
に
応
え
よ
う
と
し
た
法
哲
学
者
―
東
京
裁
判
弁
護
団
長
　
鵜
澤
總
明
」
酒
匂
一
郎
、
新
谷
眞
人
、
福
永
清
貴
著
『
市
民
法
学
の
新
た
な
地
平
を
求
め
て 
法
哲
学
・
市
民
法
学
・
法
解
釈
学
に
関
す
る
諸
問
題 
篠
原
敏
雄
先
生
追
悼
論
文
集
』
成
文
堂
　
二
〇
一
九
年
八
月
　
二
五
一
頁
〜
二
六
二
頁
（
依
頼
論
文
）
「
令
和
新
時
代
に
歴
史
意
識
を
考
え
る
」『
日
本
戦
略
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
季
報
』vol. 82
　
一
般
社
団
法
人 
日
本
戦
略
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
　
六
九
頁
〜
七
四
頁
（
依
頼
論
文
）
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
明
治
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
始
め
│
ス
ポ
ー
ツ
文
明
論
試
論
（
日
文
研
・
ア
イ
ハ
ウ
ス
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
　2019
年2
月20
日
）」『N
IC
H
IB
U
N
K
E
N
 
N
E
W
SL
E
T
T
E
R
』
九
九
号
　
二
〇
一
九
年
六
月
「
赤
子
を
誹
謗
か
ら
護
っ
た
人
―
「
梅
原
VS
ブ
ル
マ
論
争
」
を
顧
み
る
」
石
川
肇
、
井
上
章
一
、
岩
水
久
美
、
榎
本
渉
、
呉
座
勇
一
、
関
野
樹
、
深
見
清
治
、
安
井
眞
奈
美
編
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
榎
本
　
渉
●
論
文
「
中
世
日
本
僧
の
中
国
留
学
―
一
二
〜
一
三
世
紀
を
中
心
に
―
」『M
IN
E
R
VA
世
界
史
叢
書
４
　
人
々
が
つ
な
ぐ
世
界
史
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
九
年
八
月
　
一
四
七
頁
〜
一
七
〇
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
書
評
「
西
谷
功
著
『
南
宋
・
鎌
倉
仏
教
文
化
史
論
』」『
日
本
歴
史
』
八
五
三
号
　
二
〇
一
九
年
六
月
コ
メ
ン
ト
「
一
一
世
紀
の
外
交
と
国
際
情
勢
」『
日
本
史
研
究
』
六
九
〇
号
　
二
〇
二
〇
年
二
月
91
大
塚
　
英
志
●
著
書
『
感
情
天
皇
論
』
筑
摩
書
房
　
二
〇
一
九
年
四
月
　
三
三
五
頁
『
ミ
ュ
シ
ャ
か
ら
少
女
ま
ん
が
へ
　
幻
の
画
家
・
一
条
成
美
と
明
治
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
九
年
七
月
　
三
六
八
頁
『
柳
田
國
男
民
主
主
義
論
集
』（
編
集
）
平
凡
社
　
二
〇
二
〇
年
二
月
　
三
七
六
頁
●
論
文
「
明
治
期
の
ミ
ュ
シ
ャ
様
式
文
芸
誌
群
と
言
文
一
致
」『
み
ん
な
の
ミ
ュ
シ
ャ
　
ミ
ュ
シ
ャ
か
ら
マ
ン
ガ
へ
│
│
線
の
魔
術
』
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
　
二
〇
一
九
年
七
月
　
一
九
六
頁
〜
一
九
七
頁
（
依
頼
論
文
）
「
文
化
工
作
と
ま
ん
が
教
育
」（
山
本
忠
宏
、
蔡
錦
佳
、
鈴
木
麻
紀
と
共
著
）
石
毛
弓
、
小
林
宣
之
編
『
な
ぜ
学
校
で
マ
ン
ガ
を
教
え
る
の
か
？
』
水
声
社
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
　
一
四
五
頁
〜
一
七
四
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
ま
ん
が
で
わ
か
る
ま
ん
が
の
描
き
方
」（
砂
威
・
浅
野
龍
哉
と
共
著
）『
ヤ
ン
グ
エ
ー
ス
』　
二
〇
一
九
年
四
月
「
ま
ん
が
訳
道
成
寺
縁
起
」『C
om
icW
alker
』　
二
〇
一
九
年
四
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
土
曜
訪
問
　
大
塚
英
志
『
感
情
天
皇
論
』」『
東
京
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
五
月
一
八
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
大
塚
英
志
『
感
情
天
皇
論
』」『
時
事
通
信
社
』　
二
〇
一
九
年
六
月
八
日
「
ま
ん
が
訳
道
成
寺
縁
起
三
巻
本
版
」『C
om
icW
alker
』　
二
〇
一
九
年
七
月
『
감
정
화
하
는 
사
회
（
感
情
化
す
る
社
会
）』（
韓
国
語
）
리
시
올
　
二
〇
二
〇
年
一
月
『
그 
시
절
、
2
층
에
서 
우
리
는
（
二
階
の
住
人
と
そ
の
時
代
）』（
韓
国
語
）
요
다
　
二
〇
二
〇
年
三
月
92
楠
　
綾
子
●
論
文
「
米
国
の
日
本
占
領
政
策
と
そ
の
転
換
」
山
内
昌
之
、
細
谷
雄
一
編
著
『
日
本
近
現
代
史
講
義
―
成
功
と
失
敗
の
歴
史
に
学
ぶ
』
中
央
公
論
新
社
　
二
〇
一
九
年
八
月
　
二
〇
三
頁
〜
二
一
九
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「〈
エ
ッ
セ
イ
〉
中
曽
根
康
弘
が
語
る
戦
後
日
本
外
交
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
「
自
治
体
へ
の
応
援
・
受
援
」『
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
研
究
調
査
最
終
報
告
「
東
日
本
大
震
災
復
興
の
総
合
的
検
証
」』
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
　
二
〇
二
〇
年
三
月
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倉
本
　
一
宏
●
著
書
『
現
代
語
訳
　
小
右
記
８ 
摂
政
頼
通
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
九
年
四
月
　
三
二
五
頁
『
説
話
の
形
成
と
周
縁 
古
代
篇
』（
小
峯
和
明
、
古
橋
信
孝
と
共
編
）
臨
川
書
店
　
二
〇
一
九
年
六
月
　
二
九
六
頁
『
説
話
の
形
成
と
周
縁 
中
近
世
篇
』（
小
峯
和
明
、
古
橋
信
孝
と
共
編
）
臨
川
書
店
　
二
〇
一
九
年
七
月
　
三
〇
四
頁
『
日
本
千
年
歴
史
之
謎
』（
中
国
語
、
中
公
新
書
編
集
部
と
共
著
）
遠
足
文
化
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
　
三
二
二
頁
『
現
代
語
訳
　
小
右
記
９ 「
こ
の
世
を
ば
」』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
　
三
一
二
頁
『
は
じ
め
て
の
日
本
古
代
史
』
筑
摩
書
房
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
　
三
二
〇
頁
『
公
家
源
氏
　
王
権
を
支
え
た
名
族
』
中
央
公
論
新
社
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
　
二
六
五
頁
『
皇
子
た
ち
の
悲
劇  
皇
位
継
承
の
日
本
古
代
史
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
二
〇
年
一
月
　
二
七
二
頁
93
●
論
文
「『
小
右
記
』
の
仮
名
に
つ
い
て
」『
古
代
文
化
』
第
七
一
巻
第
一
号
　
古
代
学
協
会
　
二
〇
一
九
年
六
月
　
三
九
頁
〜
五
六
頁
（
依
頼
論
文
・
査
読
付
き
）
「
第
一
章
　
古
代
」（
中
国
語
）
中
公
新
書
編
集
部
と
共
著
『
日
本
千
年
歴
史
之
謎
』
遠
足
文
化
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
　
九
頁
〜
六
六
頁
「
為
理
解
日
本
的
一
百
本
必
読
書
　
古
代
」（
中
国
語
）
中
公
新
書
編
集
部
と
共
著
『
日
本
千
年
歴
史
之
謎
』
遠
足
文
化
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
　
二
八
六
頁
〜
二
九
二
頁
「『
延
喜
式
』
と
頒
暦
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
２
１
８
号
　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
　
一
五
五
頁
〜
一
六
五
頁
（
依
頼
論
文
・
査
読
付
き
）
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
律
令
国
家
へ
の
道
」『
歴
史
街
道
』
令
和
元
年
六
月
号
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
　
二
〇
一
九
年
五
月
「
藤
原
不
比
等
と
日
本
古
代
国
家
」『
興
福
』
興
福
寺184
　
二
〇
一
九
年
六
月
「
現
代
の
こ
と
ば
」（
連
載
六
回
）『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
九
年
六
月
一
四
日
〜
二
〇
二
〇
年
三
月
一
七
日
「
戦
乱
で
読
み
解
く
日
本
古
代
史
」「
消
え
た
豪
族
の
虚
像
と
実
像
」『
一
個
人
』N
o. 227
　
Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
　
二
〇
一
九
年
七
月
「
日
本
古
代
国
家
の
成
立
と
藤
原
不
比
等
」『
毎
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
八
月
一
七
日
「〈
エ
ッ
セ
イ
〉
梅
花
の
宴
」『
日
文
研
』
六
三
号
　
二
〇
一
九
年
九
月
「
平
和
と
友
好
の
源
泉
と
は
」『T
O
Y
R
O
 B
U
SIN
E
SS
』
二
〇
一
九
年
一
一
月
号
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
「
半
島
へ
の
出
兵
は
、
な
ぜ
繰
り
返
さ
れ
た
の
か
」『
歴
史
街
道
』
令
和
元
年
一
一
月
号
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
「
薨
卒
伝
」
で
読
み
解
く
、
平
安
貴
族
の
生
々
し
い
人
物
像
　
平
安
貴
族
列
伝
」（
連
載
九
回
）『JB
press
』
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
プ
レ
ス
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
〜
二
〇
二
〇
年
三
月
「
私
は
こ
う
し
て
生
き
て
き
ま
し
た
」『
津
高
同
窓
会
報
』
三
重
県
立
津
高
等
学
校
同
窓
会
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
「
は
が
き
通
信
」『
日
本
歴
史
』
第
八
五
九
号
　
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
「
人
文
知
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
　
即
位
で
き
な
か
っ
た
皇
子
た
ち
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
二
〇
年
一
月
二
二
日
「
梅
原
先
生
か
ら
の
手
紙
」
石
川
肇
、
井
上
章
一
、
岩
水
久
美
、
榎
本
渉
、
呉
座
勇
一
、
関
野
樹
、
深
見
清
治
、
安
井
眞
奈
美
編
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』　
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国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
●
著
書
『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
が
見
た 
江
戸
の
災
害
』（
磯
田
道
史
解
説
）
講
談
社
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
　
二
八
九
頁
『
明
智
光
秀
と
細
川
ガ
ラ
シ
ャ 
戦
国
を
生
き
た
父
娘
の
虚
像
と
実
像
』（
井
上
章
一
、
呉
座
勇
一
、
郭
南
燕
と
共
著
）
筑
摩
書
房
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
二
七
四
頁
●
論
文
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
作
り
上
げ
た
光
秀
・
ガ
ラ
シ
ャ
像
」『
明
智
光
秀
と
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
』（
著
書
欄
参
照
）　
八
七
頁
〜
一
七
三
頁
“T
he V
O
C
 archives as a valuable source for the history of early m
odern Japan, ” 
稲
賀
繁
美
編
『
異
文
化
へ
の
あ
こ
が
れ
―
国
際
海
洋
都
市
　
平
戸
と
マ
カ
オ
を
舞
台
に
―
在
外
資
料
が
変
え
る
日
本
研
究
―
人
間
文
化
研
究
機
構
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
基
幹
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
関
連
在
外
資
料
調
査
研
究
・
活
用
事
業
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
間
連
携
に
よ
る
研
究
成
果
活
用
推
進
会
議
・2019
年
度
事
業
報
告
論
集
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
一
九
頁
〜
三
〇
頁
（
依
頼
論
文
）
「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
設
立
経
緯
に
つ
い
て
」『
平
戸
紀
要
』
第
八
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
二
八
頁
〜
四
八
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
モ
ン
タ
ー
ヌ
ス
の
も
う
一
つ
の
富
士
山
図
」『
日
文
研
』
六
三
号
　
二
〇
一
九
年
九
月
「
な
ぜ
江
戸
幕
府
は
オ
ラ
ン
ダ
の
高
性
能
な
消
化
ポ
ン
プ
を
導
入
し
な
か
っ
た
の
か
？
」『
現
代
新
書
ウ
ェ
ブ
』
講
談
社
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
「
時
代
劇
よ
り
も
面
白
い
オ
ラ
ン
ダ
人
の
江
戸
体
験
記
」『
本
』
二
〇
二
〇
年
一
月
号
　
講
談
社
　
二
〇
二
〇
年
一
月
「
江
戸
の
大
火
に
襲
わ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ワ
ー
ヘ
ナ
ー
ル
の
手
紙
か
ら
伝
わ
る
も
の
」『
現
代
新
書
ウ
ェ
ブ
』
講
談
社
　
二
〇
二
〇
年
一
月
書
評
「
小
川
仁
著
『
シ
ピ
オ
ー
ネ
・
ア
マ
ー
テ
ィ
研
究
　
慶
長
遣
欧
使
節
と
バ
ロ
ッ
ク
期
西
欧
の
日
本
像
』」『
総
人
・
人
環
フ
ォ
ー
ラ
ム
』vol. 38
　
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
　
二
〇
二
〇
年
二
月
「
明
智
光
秀
図
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
95
「
あ
と
が
き
」
井
上
章
一
、
呉
座
勇
一
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
郭
南
燕
著
『
明
智
光
秀
と
細
川
ガ
ラ
シ
ャ 
戦
国
を
生
き
た
父
娘
の
虚
像
と
実
像
』
筑
摩
書
房
　
二
〇
二
〇
年
三
月
呉
座
　
勇
一
●
著
書
『
日
本
中
世
へ
の
招
待
』
朝
日
新
聞
出
版
　
二
〇
二
〇
年
二
月
　
二
八
八
頁
『
明
智
光
秀
と
細
川
ガ
ラ
シ
ャ 
戦
国
を
生
き
た
父
娘
の
虚
像
と
実
像
』（
井
上
章
一
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
郭
南
燕
と
共
著
）
筑
摩
書
房
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
二
七
四
頁
●
論
文
「
南
北
朝
内
乱
と
『
太
平
記
』
史
観
―
王
権
論
の
視
点
か
ら
―
」
松
尾
葦
江
編
『
軍
記
物
語
講
座 
第
三
巻
　
平
和
の
世
は
来
る
か
　
太
平
記
』
花
鳥
社
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
　
二
二
四
頁
〜
二
三
九
頁
（
査
読
付
き
）
「
明
智
光
秀
と
本
能
寺
の
変
」『
明
智
光
秀
と
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
』（
著
書
欄
参
照
）　
一
三
頁
〜
八
六
頁
「
中
世
熊
野
と
戦
乱
―
文
学
と
歴
史
の
あ
い
だ
―
」『
軍
記
と
語
り
物
』
56
号
　
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
四
頁
〜
一
六
頁
（
依
頼
論
文
）
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
書
評
「
原
武
史
著
『
平
成
の
終
焉
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
四
月
二
七
日
「
俗
流
歴
史
本
と
対
峙
す
る
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
九
年
六
月
号
　
二
〇
一
九
年
五
月
書
評
「
光
成
準
治
著
『
小
早
川
隆
景
・
秀
秋
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
五
月
一
一
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
令
和
の
知
を
ひ
ら
く
（
４
）
絶
対
の
正
解
求
め
る
危
う
さ
」『
日
本
経
済
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
五
月
二
三
日
書
評
「
内
藤
正
典
著
『
外
国
人
労
働
者
・
移
民
・
難
民
っ
て
だ
れ
の
こ
と
？
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
五
月
二
五
日
書
評
「
森
先
一
貴
、
近
江
俊
秀
著
『
境
界
の
日
本
史
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
六
月
一
五
日
エ
ッ
セ
イ
「
歴
史
小
説
家
と
歴
史
学
者
」『
公
研
』
二
〇
一
九
年
八
月
号
　
二
〇
一
九
年
八
月
96
書
評
「
古
谷
浩
一
著
『
林
彪
事
件
と
習
近
平
』、
楊
海
英
編
『
中
国
が
世
界
を
動
か
し
た
「1968
」』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
八
月
三
日
書
評
「
黒
嶋
敏
編
『
戦
国
合
戦
〈
大
敗
〉
の
歴
史
学
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
八
月
一
七
日
書
評
「
小
泉
悠
著
『「
帝
国
」
ロ
シ
ア
の
地
政
学
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
九
月
七
日
書
評
「
坂
上
泉
著
『
へ
ぼ
侍
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
九
月
二
八
日
書
評
「
大
澤
絢
子
著
『
親
鸞
「
六
つ
の
顔
」
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
二
日
対
談
「
歴
史
と
物
語
の
交
点
：『
太
平
記
』
の
射
程
」（
兵
藤
裕
己
と
）『
ア
ナ
ホ
リ
ッ
シ
ュ
国
文
学
』
響
文
社
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
書
評
「
稲
葉
振
一
郎
著
『
Ａ
Ｉ
時
代
の
労
働
の
哲
学
』、『
銀
河
帝
国
は
必
要
か
？
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
一
月
九
日
対
談
「2020
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
が
も
っ
と
楽
し
く
な
る
！ 
当
代
一
の
歴
史
学
者
・
特
別
対
談 
明
智
光
秀
と
本
能
寺
の
変
の
謎
を
す
べ
て
語
り
尽
く
す
！
」（
磯
田
道
史
と
）『
週
刊
朝
日
』　
一
二
四
巻
六
七
号
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
「
共
同
研
究
「
応
永
・
永
享
期
文
化
論
」
の
紹
介
」『N
IC
H
IB
U
N
K
E
N
 N
E
W
SL
E
T
T
E
R
』
一
〇
〇
号
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
書
評
「
今
津
勝
紀
著
『
戸
籍
が
語
る
古
代
の
家
族
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
二
月
七
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
歴
史
学
者
が
見
る
安
倍
政
権
「
江
戸
幕
府
よ
り
豊
臣
政
権
に
近
い
」
『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
二
〇
年
一
月
七
日
書
評
「
加
藤
陽
子
著
『
天
皇
と
軍
隊
の
近
代
史
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
一
月
一
一
日
エ
ッ
セ
イ
「
意
外
と
知
ら
な
い
日
本
中
世
社
会
」『
一
冊
の
本
』
二
〇
二
〇
年
二
月
号
　
朝
日
新
聞
出
版
　
二
〇
二
〇
年
二
月
エ
ッ
セ
イ
「
地
方
自
治
体
と
歴
史
学
者
」『
公
研
』
二
〇
二
〇
年
二
月
号
　
二
〇
二
〇
年
二
月
書
評
「
ア
リ
エ
ッ
ト
・
ド
・
ボ
ダ
ー
ル
著
『
茶
匠
と
探
偵
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
二
〇
年
二
月
一
五
日
書
評
「
古
川
隆
久
著
『
建
国
神
話
の
社
会
史
』」『
朝
日
新
聞
』　
二
〇
二
〇
年
三
月
七
日
小
松
　
和
彦
●
著
書
『
カ
ラ
ー
版
　
重
ね
地
図
で
読
み
解
く
京
都
の
「
魔
界
」』（
監
修
）
宝
島
社
　
二
〇
一
九
年
七
月
　
二
二
三
頁
97
『
伝
承
や
古
典
に
の
こ
る
！
　
日
本
の
怖
い
妖
怪
１
　
里
の
妖
怪
た
ち
』（
監
修
、
中
山
け
ー
し
ょ
ー
作
・
絵
）
ほ
る
ぷ
出
版
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
　
六
四
頁
『
伝
承
や
古
典
に
の
こ
る
！
　
日
本
の
怖
い
妖
怪
２
　
水
辺
と
道
の
妖
怪
た
ち
』（
監
修
、
中
山
け
ー
し
ょ
ー
作
・
絵
）
ほ
る
ぷ
出
版
　
二
〇
二
〇
年
一
月
　
六
四
頁
『
伝
承
や
古
典
に
の
こ
る
！
　
日
本
の
怖
い
妖
怪
３
　
山
の
妖
怪
た
ち
』（
監
修
、
中
山
け
ー
し
ょ
ー
作
・
絵
）
ほ
る
ぷ
出
版
　
二
〇
二
〇
年
二
月
　
六
四
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
封
印
さ
れ
た
神
と
妖
怪
の
記
憶
を
発
掘
す
る
１
　
葛
城
山
の
土
蜘
蛛
」『
怪
と
幽
』Vol. 001
　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
九
年
四
月
「
マ
イ
・
フ
ェ
イ
バ
リ
ッ
ト
緑
紅
さ
ん
　
秋
の
奇
祭
　
描
写
細
か
く
写
真
も
豊
富
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
四
月
一
六
日
「
比
較
妖
怪
学
の
可
能
性
」『
驚
異
と
怪
異
　
想
像
界
の
生
き
も
の
た
ち
』
河
出
書
房
新
社
　
二
〇
一
九
年
八
月
「
封
印
さ
れ
た
神
と
妖
怪
の
記
憶
を
発
掘
す
る
２
　
鞍
馬
の
竹
伐
り
会
式
の
向
こ
う
側
へ
」『
怪
と
幽
』Vol. 002
　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
九
年
八
月
「
春
画
展
を
つ
う
じ
て
日
本
人
と
は
何
か
を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
問
う
」『
文
化
記
録
映
画
　
春
画
と
日
本
人
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）』
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
　
二
〇
一
九
年
九
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
夜
と
日
本
人
」『A
ce
』N
o. 265
　
日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
“W
hat Is a Yokai? ” Yokai: G
hosts, D
em
ons &
 M
onsters of Japan, M
useum
 of N
ew
 M
exico P
r, N
ovem
ber 2019
「
封
印
さ
れ
た
神
と
妖
怪
の
記
憶
を
発
掘
す
る
３
　
鞍
馬
の
天
狗
の
正
体
を
探
る
」『
怪
と
幽
』Vol. 003
　
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
“F
R
O
M
 T
H
E
 PA
ST
 IN
T
O
 T
H
E
 F
U
T
U
R
E
:T
H
E
 E
N
D
U
R
IN
G
 L
E
G
A
C
Y
 O
F
 YO
K
A
I, ” Japan Supernatural: G
host, G
oblins, and M
onsters, 1700 to N
ow
, A
rt 
G
allery of N
ew
 South W
hales, January 2020
書
評
「
神
戸
新
聞
社
編
『
新
五
国
風
土
記
　
ひ
ょ
う
ご
彩
祭
』
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
」『
神
戸
新
聞
』　
二
〇
二
〇
年
二
月
九
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
怖
れ
」
は
宗
教
的
観
念
の
土
壌
で
あ
る
」『
道
標
』2020
年
春
季
号
　
萬
福
寺
　
二
〇
二
〇
年
三
月
「
お
別
れ
の
会
　
世
話
人
代
表
・
挨
拶
」
石
川
肇
、
井
上
章
一
、
岩
水
久
美
、
榎
本
渉
、
呉
座
勇
一
、
関
野
樹
、
深
見
清
治
、
安
井
眞
奈
美
編
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
「
途
方
も
な
く
大
き
な
「
知
の
器
」
―
梅
原
猛
さ
ん
を
偲
ん
で
」
石
川
肇
、
井
上
章
一
、
岩
水
久
美
、
榎
本
渉
、
呉
座
勇
一
、
関
野
樹
、
深
見
清
治
、
安
井
眞
奈
美
編
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
98
白
石
　
恵
理
●
著
書
『
越
境
す
る
歴
史
学
と
世
界
文
学
』（
坪
井
秀
人
、
瀧
井
一
博
、
小
田
龍
哉
と
共
編
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
二
二
六
頁
●
論
文
「
見
立
て
と
写
し
の
ア
イ
ヌ
戯
画
―
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
〈
夷
酋
列
像
〉」
稲
賀
繁
美
編
『
映
し
と
移
ろ
い
：
文
化
伝
播
の
器
と
蝕
変
の
実
相
』
花
鳥
社
　
二
〇
一
九
年
九
月
　
五
五
頁
〜
七
七
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「〈
エ
ッ
セ
イ
〉
ピ
ー
タ
が
い
た
時
間
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
（
翻
訳
）
テ
ッ
サ
・
モ
ー
リ
ス
‐
ス
ズ
キ
「
移
り
ゆ
く
日
本
研
究
の
境
界
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）」『
越
境
す
る
歴
史
学
と
世
界
文
学
』（
著
書
欄
参
照
）
「
格
別
の
気
配
と
と
も
に
」『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
』
編
集
委
員
会
編
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
関
野
　
樹
●
論
文
“U
sing U
ncertain T
im
e Intervals in L
inked D
ata ” International Journal of G
eoinform
atics 15(2), A
ssociation for G
eoinform
ation Technology, June 
2019, pp. 15–23
（
査
読
付
き
）
“H
uT
im
e O
ntology to R
epresent U
ncertain T
im
e Intervals, ” P
roceedings of W
orkshop “O
ntologies for L
inked D
ata in the H
um
anities, ” D
igital 
H
um
anities C
onference 2019, D
H
2020 SIG
-LO
, July 2019
（
査
読
付
き
）
「
時
間
名
に
よ
る
時
間
参
照
基
盤
の
構
築
―L
inked 
D
ata
を
用
い
た
期
間
の
記
述
と
リ
ソ
ー
ス
化
」『
情
報
処
理
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
シ
リ
ー
ズ 
じ
ん
も
ん
こ
ん 
2019 
論
文
集
』
情
報
処
理
学
会
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
　
二
六
七
頁
〜
二
七
二
頁
（
査
読
付
き
）
“D
ata description and retrieval using periods represented by uncertain tim
e intervals, ” Journal of Inform
ation P
rocessing 28, 
情
報
処
理
学
会, 
February 2020, pp. 91–99
（
査
読
付
き
）
99
瀧
井
　
一
博
●
著
書
R
echtstransfer in der G
eschichte: Internationale Festschrift für W
ilhelm
 B
rauneder zum
 75. G
eburtstag,
（
ド
イ
ツ
語
）G
ábor H
am
za, M
ilan H
lavacka, and 
K
azuhiro Takii eds., Peter L
ang P
ub Inc, O
ctober 2019, 420 pages.
『
日
本
政
治
史
―
現
代
日
本
を
形
作
る
も
の 
歴
史
の
な
か
に
現
在
を
み
る
』（
清
水
唯
一
朗
、
村
井
良
太
と
共
著
）　
有
斐
閣
　
二
〇
二
〇
年
一
月
二
五
日
　
三
一
二
頁
『
越
境
す
る
歴
史
学
と
世
界
文
学
』（
坪
井
秀
人
、
白
石
恵
理
、
小
田
龍
哉
と
共
編
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
二
二
六
頁
●
論
文
「
立
憲
革
命
と
し
て
の
明
治
維
新
」
山
内
昌
之
、
細
谷
雄
一
共
編
著
『
日
本
近
現
代
史
講
義
―
成
功
と
失
敗
の
歴
史
に
学
ぶ
』
中
央
公
論
新
社
　
二
〇
一
九
年
八
月
　
三
一
頁
〜
四
八
頁
“Itô H
irobum
i und der japanische K
onstitutionalism
us. E
in kurzes Porträt eines Verfassungsdenkers, ”
（
ド
イ
ツ
語
）G
ábor H
am
za, M
ilan H
lavacka, and 
K
azuhiro Takii eds., R
echtstransfer in der G
eschichte: Internationale Festschrift für W
ilhelm
 B
rauneder zum
 75. G
eburtstag, Peter L
ang P
ub Inc, O
ctober 
2019, pp. 395–406
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
伊
藤
博
文
関
係
文
書
」
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
寄
せ
て
―
『
伊
藤
博
文
秘
録
』
講
読
の
こ
ろ
」『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
六
九
六
号
　
二
〇
一
九
年
四
月
「
論
点
　「
文
化
国
家
」
へ
　
地
方
再
生
か
ら
」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
四
月
一
二
日
「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
二
七
）
哲
人
政
治
に
よ
る
民
主
政
治
の
断
罪
（
プ
ラ
ト
ン
（
藤
沢
令
夫
訳
）『
国
家
』
上
・
下
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
九
年
）」『
究
』
第
九
八
号
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
九
年
五
月
「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
二
八
）
宗
教
復
権
時
代
の
政
治
的
教
養
（
野
田
宣
雄
『
教
養
市
民
層
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
へ
―
比
較
宗
教
社
会
史
の
こ
こ
ろ
み
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）」『
究
』
第
一
〇
一
号
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
九
年
八
月
「
現
代
の
こ
と
ば
」（
連
載
三
回
）『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
九
年
八
月
二
〇
日
〜
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
〇
日
「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
二
九
）「
国
制
知
」
へ
の
道
し
る
べ
（
上
山
安
敏
『
法
社
会
史
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
六
年
）」『
究
』
第
一
〇
四
号
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
100
二
〇
一
九
年
一
一
月
「
松
下
村
塾
の
学
び
の
実
践
―
伊
藤
博
文
の
場
合
―
」『
至
誠
館
大
学
　
吉
田
松
陰
研
究
所
紀
要
』
第
１
号
　
至
誠
館
大
学
　
吉
田
松
陰
研
究
所
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
「
結
ぶ
人
―
渡
邉
洪
基
の
生
涯
」『N
IC
H
E
』06
　O
pa P
ress
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
「
誘
惑
者
の
言
葉
」
石
川
肇
、
井
上
章
一
、
岩
水
久
美
、
榎
本
渉
、
呉
座
勇
一
、
関
野
樹
、
深
見
清
治
、
安
井
眞
奈
美
編
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
コ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
「
世
界
文
学
」
の
対
話
に
寄
せ
て
」『
越
境
す
る
歴
史
学
と
世
界
文
学
』（
著
書
欄
参
照
）　
一
一
一
頁
〜
一
一
三
頁
坪
井
　
秀
人
●
著
書
『
文
藝
年
鑑2019
』（
日
本
文
藝
家
協
会
編
、
共
著
）
新
潮
社
　
二
〇
一
九
年
六
月
　
六
〇
〇
頁
『
戦
後
日
本
文
化
再
考
』（
編
著
）
三
人
社
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
　
六
〇
三
頁
『
越
境
す
る
歴
史
学
と
世
界
文
学
』（
瀧
井
一
博
、
白
石
恵
理
、
小
田
龍
哉
と
共
編
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
二
二
六
頁
●
論
文
「
旧
満
洲
留
用
者
た
ち
の
戦
後
：
雑
誌
『
ツ
ル
オ
カ
』
と
そ
の
周
辺
」『
ツ
ル
オ
カ 【
復
刻
版
】』
三
人
社
　
二
〇
一
九
年
七
月
　
一
頁
〜
一
〇
頁
「
佐
藤
一
英
の
位
置
」『
図
録
　
尾
張
に
生
き
た
詩
人
　
佐
藤
一
英
展
』
一
宮
市
博
物
館
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
　
四
頁
〜
八
頁
（
依
頼
論
文
）
「
文
芸
都
市
と
し
て
の
名
古
屋
」
愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
愛
知
県
史
　
通
史
編
10
　
年
表
・
索
引
（
付
録C
D
-R
O
M
）』
愛
知
県
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
三
五
二
〜
三
五
五
頁
「
序
論
　
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
世
界
文
学
そ
し
て
日
本
語
文
学
」『
越
境
す
る
歴
史
学
と
世
界
文
学
』（
著
書
欄
参
照
）　
一
頁
〜
八
頁
「
転
形
期
と
し
て
の
一
九
八
九
年
と
元
号
問
題
」『
昭
和
文
学
研
究
』
第
80
集
　
昭
和
文
学
会
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
四
三
頁
〜
五
五
頁
（
依
頼
論
文
・
査
読
付
き
）
101
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
●
論
文
“C
ontested em
perorship ” Joy H
endry ed., U
nderstanding Japanese Society (5th edition)., R
outledge, M
ay 2019, pp. 256–256
（
査
読
付
き
）
“A
bdication, Succession and Japan ’s Im
perial Future: A
n E
m
peror ’s D
ilem
m
a ” T
he A
sia-Pacific Journal: Japan Focus, A
sia Pacific Journal, M
ay 2019, 
pp. 1–15
（
査
読
付
き
）
“Japonya ’nın E
m
peryalist G
elece ği: B
ir Im
paratorun Ikilem
i. ”
（
そ
の
他
外
国
語
） Turque D
iplom
atique, Turque D
iplom
atique, June 2019, pp. 25–28
（
依
頼
論
文
、
査
読
付
き
）
“Shinto in M
eiji Japan: R
eflections on Ise ” K
urt and Yukiko D
uke B
ergm
an eds., Japan’s Past and P
resent, B
okförlagest Stople, M
arch 2020, pp. 488–505
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
（
編
集
）Japan R
eview
 vol.34 (2019), International R
esearch C
enter for Japanese Studies, D
ecem
ber 2019
「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉
二
〇
一
九
年
日
文
研
特
別
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
「
天
皇
と
皇
位
継
承
―
過
去
と
現
在
の
視
座
」
に
つ
い
て
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
古
川
　
綾
子
●
著
書
『
想
像
×
創
造
す
る
帝
国
　
吉
田
初
三
郎 
鳥
瞰
図
へ
の
誘
い
』（
劉
建
輝
、
石
川
肇
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年
八
月
　
一
三
四
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
浪
曲SP
レ
コ
ー
ド
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
取
組
」『
び
ぶ
ろ
す
』
85
・
86
合
併
号
　
国
立
国
会
図
書
館
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
「〈
エ
ッ
セ
イ
〉
ゆ
り
や
ん
レ
ト
リ
ィ
バ
ァ
と
ミ
ス
・
ワ
カ
ナ
―
魅
力
的
な
女
性
芸
人
に
つ
い
て
―
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
102
細
川
　
周
平
●
著
書
『
い
ま
、
こ
と
ば
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
』（
林
香
里
、
細
見
和
之
、
石
井
伸
介
と
共
著
）
関
西
学
院
大
学
出
版
会
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
　
九
九
頁
 Sentim
ent, L
anguage, and the A
rts: T
he Japanese- B
razilian H
eritage, B
rill, D
ecem
ber 2019, 386 pages.
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
武
本
由
夫
賞
の
終
わ
り
を
聞
い
て
」『
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
文
学
』
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
文
学
社
　
二
〇
一
九
年
七
月
「
ジ
ョ
ア
ン
・
ジ
ル
ベ
ル
ト
へ
の
想
い
あ
ふ
れ
て
」『Jazz Tokyo
』Jazz Tokyo
　
二
〇
一
九
年
八
月
「
ブ
ラ
ジ
ル
で
書
く
日
本
語
―
松
井
太
郎
の
場
合
」、
対
談
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
い
ま
、
こ
と
ば
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
」『
い
ま
、
こ
と
ば
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
』（
著
書
欄
参
照
）
「
追
悼
　
ジ
ョ
ア
ン
・
ジ
ル
ベ
ル
ト
　『
調
子
は
ず
れ
』
の
鼻
唄
歌
手
」『
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
』vol. 28
　
エ
リ
ス
メ
デ
ィ
ア
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
「
ヒ
ビ
ノ
オ
ト
　
サ
カ
キ
マ
ン
ゴ
ー
『
ビ
ン
テ
ク
ラ
イ
ベ
イ
ベ
ー
』」『
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
』vol. 28
　
エ
リ
ス
メ
デ
ィ
ア
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
「
如
月
小
春
を
思
い
出
す
」2020 K
isaragi K
oharu B
O
O
K
編
集
部
・
編
著
『2020 K
isaragi K
oharu B
ook
』
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
！
　
二
〇
二
〇
年
一
月
一
日
「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉
パ
リ
を
退
屈
さ
せ
な
か
っ
た
旗
本
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
前
川
　
志
織
●
著
書
『
草
の
根
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
：
明
治
期
の
文
芸
雑
誌
と
図
案
教
育
』（
編
著
）　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
八
日
　
四
一
頁
●
論
文
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
喩
え
と
し
て
の
童
画
―
戦
間
期
日
本
の
新
聞
広
告
に
み
る
洋
菓
子
の
意
味
の
変
遷
と
子
ど
も
像
」『
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
』
14
号
　
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
学
会
　
二
〇
一
九
年
五
月
三
一
日
　
五
〇
頁
〜
七
四
頁
（
査
読
付
き
）
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「
戦
間
期
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
森
永
製
菓
の
販
売
促
進
・
広
告
戦
略
と
新
聞
広
告
」『
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
』
別
冊
「
戦
間
期
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
衆
的
図
像
の
視
覚
文
化
論
―
新
聞
広
告
を
中
心
に
」』
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
編
集
委
員
会
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
一
七
一
頁
〜
一
八
六
頁
「
関
東
大
震
災
と
そ
の
復
興
期
に
お
け
る
洋
菓
子
広
告
宣
伝
を
め
ぐ
る
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
」『
文
化
學
年
報
』
69
号
　
同
志
社
大
学
文
化
学
会
　
二
〇
二
〇
年
三
月
　
二
六
九
頁
〜
二
八
八
頁
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
報
告
「
新
聞
広
告
と
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
風
図
案
―
明
治
30
〜
40
年
代
に
お
け
る
文
芸
雑
誌
表
紙
絵
と
京
都
高
等
学
校
図
案
科
学
生
作
品
を
手
が
か
り
に
」『
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
』
別
冊
「
戦
間
期
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
衆
的
図
像
の
視
覚
文
化
論
―
新
聞
広
告
を
中
心
に
」』
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
編
集
委
員
会
　
二
〇
二
〇
年
三
月
「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉
展
覧
会
「
草
の
根
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
―
明
治
期
の
文
芸
雑
誌
と
図
案
教
育
」
を
担
当
し
て
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
松
木
　
裕
美
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
“Isam
u N
oguchi - B
eyond B
orders ” P
leasure G
arden M
agazine vol. 6, T
he G
arden E
dit, N
ovem
ber 2019
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）“C
om
m
e 
si 
les 
m
odernes 
n ’existaient 
pas... 
E
ntretien 
avec 
Terunobu 
Fujim
ori ”
（
フ
ラ
ン
ス
語
） D
’architectures 
vol. 276, 
IN
N
O
VA
P
R
E
SSE
, N
ovem
ber 2019
松
田
　
利
彦
●
論
文
「
朝
鮮
総
督
在
任
期
に
お
け
る
南
次
郎
の
陸
軍
統
制
構
想
と
対
外
戦
略
構
想
」『
二
十
世
紀
研
究
』
第
20
号
　
二
十
世
紀
研
究
編
集
委
員
会
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
　
八
三
頁
〜
一
〇
四
頁
（
査
読
付
き
）
104
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
共
同
研
究
「
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力
」
を
終
え
て
」『
鴨
東
通
信
』108
号
　
思
文
閣
出
版
社
　
二
〇
一
九
年
四
月
「
第
３
回
東
ア
ジ
ア
日
本
研
究
者
協
議
会
国
際
学
術
大
会
を
終
え
て
」『N
IC
H
IB
U
N
K
E
N
 N
E
W
SL
E
T
T
E
R
』
九
九
号
　
二
〇
一
九
年
六
月
（
書
評
）C
arter J. E
ckert, Park C
hung H
ee and M
odern K
orea: T
he R
oots of M
ilitarism
, 1866–1945 (H
arvard U
niversity P
ress, 2016)
（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
）
『
日
本
研
究
』
第
五
九
集
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　2019
年10
月
（
査
読
付
き
）
「
日
韓
の
歴
史
を
た
ど
る
⑬ 「
文
化
政
治
」
『
赤
旗
』　
二
〇
一
九
年
一
一
月
六
日
「
２･
８
宣
言
／
３･
１
運
動
と
朝
鮮
植
民
地
支
配
体
制
の
転
換
―
警
察
を
中
心
に
」
在
日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
編
『
未
完
の
独
立
宣
言
』
新
教
出
版
社
　
二
〇
一
九
年
一
二
月
「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉
共
同
研
究
「
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力
」
あ
と
が
き
の
あ
と
が
き
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
光
平
　
有
希
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
「
音
楽
療
法
、
江
戸
の
昔
か
ら
―
養
生
の
知
見
た
ぐ
り
「
起
源
は
戦
後
」
の
常
識
覆
す
―
」『
日
本
経
済
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
八
月
二
日
解
説
「（
口
絵
解
説
）「
は
し
か
絵
」（
日
文
研
・
宗
田
文
庫
よ
り
）」『
日
本
研
究
』
第
五
九
集
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
書
評
「
ロ
テ
ム
・
コ
ー
ナ
ー
著
『
白
か
ら
黄
へ
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
種
観
に
み
る
日
本
人 1300
〜1735
年
』」『
日
本
研
究
』
第
五
九
集
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
書
評
「
謝
心
範
著
『
養
生
の
智
慧
と
気
の
思
想
―
貝
原
益
軒
に
至
る
未
病
の
文
化
を
読
む
―
』」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
六
五
巻
第
三
号
　
日
本
医
史
学
会
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
「〈
エ
ッ
セ
イ
〉
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
楽
曲
探
訪
記
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
「
19
世
紀
イ
タ
リ
ア
楽
壇
に
お
け
る
日
本
へ
の
眼
差
し
―
ロ
ー
マ
・
ナ
ポ
リ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
の
調
査
を
終
え
て
―
」『
き
ざ
し
』vol. 4
　
人
間
文
化
研
究
機
構
　
二
〇
二
〇
年
三
月
105
安
井
　
眞
奈
美
●
論
文
「
ハ
ワ
イ
と
故
郷
の
島
を
結
ぶ
―
山
口
県
沖
家
室
島
の
雑
誌
『
か
む
ろ
』
よ
り
」『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
31
巻
１
号
　
立
命
館
言
語
文
化
研
究
所
　
二
〇
一
九
年
七
月
　
八
三
頁
〜
九
四
頁
（
依
頼
論
文
）
「
妖
怪
画
に
描
か
れ
た
身
体
―
目
の
妖
怪
を
中
心
に
」
山
中
由
里
子
、
山
中
仁
編
『
こ
の
世
の
キ
ワ
―
〈
自
然
〉
の
内
と
外 
』
ア
ジ
ア
遊
学 
239
　
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
九
年
一
一
月
　
一
六
三
頁
〜
一
七
三
頁
“C
hanging Folk C
ultures of P
regnancy and C
hildbirth, ” trans. Lucy Fraser and M
adelein Shim
izu. In T
he R
outledge C
om
panion to G
ender and Japanese 
C
ulture, eds. Jennifer C
oates, Lucy Fraser, and M
ark Pendleton. R
outledge, D
ecem
ber 2019, pp. 135–45
（
査
読
付
き
）
“Zm
ěna vním
ání lidského plodu v Japonsku.Ú
vaha o pé či poskytované truchlícím
 v p řípadě perinatální ztráty ” (T
he Transform
ation of Fetus Perspectives 
in Japan̶
C
onsidering Perinatal G
rief C
are), trans. Jakub H
rubý. N
ový O
rient vol. 74 (2019)/1, O
riental Institute of the C
zech A
cadem
y of Sciences, 
M
arch 2020, pp. 16–23
（
そ
の
他
外
国
語
）（
依
頼
論
文
）
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
報
告
「
身
体
と
儀
礼
」
パ
ネ
ル
発
表
、JA
W
S
（Japan A
nthropology W
orkshop
　
日
本
人
類
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
に
て
（2019
年4
月15
日
）」『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（W
eb 
サ
イ
ト
）』　
二
〇
一
九
年
四
月
報
告
「SO
A
S U
niversity of L
ondon
（
ロ
ン
ド
ン
大
学 SO
A
S
）
のJR
C
に
て
セ
ミ
ナ
ー
発
表
（2019
年4
月23
日
）」『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（W
eb 
サ
イ
ト
）』　
二
〇
一
九
年
四
月
書
評
「
伏
見
裕
子
著
『
近
代
日
本
に
お
け
る
出
産
と
産
屋
―
香
川
県
伊
吹
島
の
出
部
屋
の
存
続
と
閉
鎖
』」『
文
化
人
類
学
』vol. 84–1 
二
〇
一
九
年
六
月
（
査
読
付
き
）
「
編
集
後
記
」『
日
本
研
究
』
第
五
九
集
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年
一
〇
月
報
告
「
チ
ェ
コ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
と
日
文
研
と
の
交
流
（2019
年10
月
〜11
月
）」『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（W
eb
サ
イ
ト
）』　
二
〇
一
九
年
一
一
月
報
告
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
の
世
界
に
お
け
る
明
清
細
工
と
江
戸
風
物
の
邂
逅
」（
北
京
大
学
科
学
技
術
・
医
学
史
学
院
）
に
参
加
し
て
」『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
106
タ
ー
（W
eb 
サ
イ
ト
）』　
二
〇
一
九
年
一
一
月
報
告
「
能
登
・
輪
島
市
立
七
浦
公
民
館
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
（2019
年11
月17
日
）」『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（W
eb
サ
イ
ト
）』　
二
〇
一
九
年
一
二
月
報
告
「
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
・
日
文
研
共
催
講
演
会
「
日
本
に
お
け
る
聖
な
る
も
の
、
差
別
、
そ
し
て
死
者
の
霊
」
の
開
催
」『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（W
eb 
サ
イ
ト
）』　
二
〇
一
九
年
一
二
月
「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉
共
同
研
究
会
「
身
体
イ
メ
ー
ジ
の
想
像
と
展
開
」
を
立
ち
上
げ
て
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
報
告
「
特
別
展 JA
PA
N
 SU
P
E
R
N
AT
U
R
A
L
 
が
シ
ド
ニ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
」『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（W
eb 
サ
イ
ト
）』　
二
〇
二
〇
年
三
月
報
告“T
he report of the JA
PA
N
 SU
P
E
R
N
AT
U
R
A
L
 exhibition in Sydney ” 『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（W
eb 
サ
イ
ト
）』　
二
〇
二
〇
年
三
月
「
編
集
後
記
」『
日
本
研
究
』
第
六
〇
集
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
山
田
　
奨
治
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「（
コ
メ
ン
ト
）
違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
　
規
制
強
化
政
府
足
踏
み
」『
中
国
新
聞
』
他
　
二
〇
一
九
年
八
月
一
六
日
他
「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
違
法
化
拡
大
」
稲
賀
繁
美
編
『
映
し
と
移
ろ
い
：
文
化
伝
播
の
器
と
蝕
変
の
実
相
』
花
鳥
社
　
二
〇
一
九
年
九
月
「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉
共
同
研
究
会
「
縮
小
社
会
の
文
化
創
造
：
個
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
資
本
・
制
度
の
観
点
か
ら
」
の
こ
と
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
「
梅
原
猛
先
生
の
こ
と
」
石
川
肇
、
井
上
章
一
、
岩
水
久
美
、
榎
本
渉
、
呉
座
勇
一
、
関
野
樹
、
深
見
清
治
、
安
井
眞
奈
美
編
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
劉
　
建
輝
●
著
書
『
想
像
×
創
造
す
る
帝
国
　
吉
田
初
三
郎 
鳥
瞰
図
へ
の
誘
い
』（
石
川
肇
、
古
川
綾
子
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
九
年
八
月
　
一
三
四
頁
107
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
大
正
の
観
光
地
図
が
よ
み
が
え
る
―
吉
田
初
三
郎
が
描
い
た
鳥
瞰
図
」『
は
れ
予
報
』
二
〇
一
九
年
五
月
号
　
日
経
Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
社
　
二
〇
一
九
年
五
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
江
戸
期
の
日
中
―
ア
ー
ト
が
結
ぶ
」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
九
年
五
月
三
〇
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
京
都
动
画
大
火
震
惊
世
界
背
后
：
一
代
代
的
记
忆
与
从
未
中
断
过
的
批
判
」（
中
国
語
）『
澎
湃
新
闻
』　
二
〇
一
九
年
七
月
二
〇
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
大
正
の
広
重
」
地
図
絵
師
・
吉
田
初
三
郎
―
鳥
瞰
図
描
い
た
富
士
山
の
謎
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
二
〇
年
一
月
三
〇
日
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
“Ü
bereinstim
m
ung ist “außerhalb der m
enschlichen Zeit ”. K
ursorisch über Subjektivität und Partikularität zum
 E
nde der Ä
ra H
eisei. ”
（
ド
イ
ツ
語
）
W
eile, ohne zu w
ohnen. Festschrift für Peter P
örtner (=
 M
O
A
G
) vol. 150, G
esellschaft für N
atur- und V
ölkerkunde O
stasiens e.V., D
ecem
ber 2019
「〈
セ
ン
タ
ー
通
信
〉　「
思
煩
之
時
」
―
礼
儀
作
法
の
歴
史
を
文
書
か
ら
研
究
す
る
意
義
に
つ
い
て
」『
日
文
研
』
六
四
号
　
二
〇
二
〇
年
三
月
「
普
遍
論
の
一
コ
マ
―
梅
原
猛
と
ハ
ン
ス
・
ア
ル
バ
ー
ト
と
の
仮
想
対
談
」
石
川
肇
、
井
上
章
一
、
岩
水
久
美
、
榎
本
渉
、
呉
座
勇
一
、
関
野
樹
、
深
見
清
治
、
安
井
眞
奈
美
編
『
梅
原
猛
先
生
追
悼
集
―
天
翔
け
る
心
』　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
二
〇
年
三
月
